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総合政策部の地域づくり支援事業について 

 

総合政策部地域振興課 

 

１ 栃木県わがまち未来創造事業（R1 予算額：100,000 千円） 

 

(1) 目的 

地域の特色を活かしながら住民自らが実践する地域づくり事業や、共通のテーマに基

づき複数の市町が連携した取組を支援し、各地域における地方創生の実現を図る。 

(2) 要件 

① 地方創生の観点 市町が策定した総合戦略に沿った取組であること 

② 継続性 支援期間終了後も継続的な事業展開があること 

 

(3) 事業概要 

 単独事業 連携事業 

事業主体 地域づくり団体等 市町、地域づくり団体等 

交付率（対市町交付額） 
ソフト事業：1/2 

ハード事業：4/10＊ 

ソフト事業：1/2 

１事業あたり限度額 3,000 千円 １市町あたり 3,000 千円 

１事業あたり支援期間 最大 3 年間 

＊ソフトに付随するものに限定 

 

(4) 取組事例 

① 矢板市（事業費：622,000 円、県交付金：300,000 円）H30～ 

事業名：学生団体による「高校生の居場所づくり」事業 

概 要：矢板市内の３高校（矢板東高校、矢板高校、矢板中央高校）に通学する生徒

で構成される「Yaita All Directions」が、矢板駅西側にある「高校生カフェ」を拠点

に、高校生が主体的にまちを盛り上げる取組を行い、活動を通じて「居場所」を体感

し、高校生の集まる場所とするもの  

⇒ 矢板市のおすすめスポットマップの作成、SNS での情報発信など 

 

② 栃木市（事業費：346,858 円、県交付金：150,000 円）H28～H30 の 3 年間 

事業名：高校生まちなか活性化事業 

概 要：栃木市内の８高校（栃木高校、栃木女子高校、栃木翔南高校、栃木農業高校、

栃木工業高校、栃木商業高校、学悠館高校、國學院栃木高校）に通学する生徒で構成

される「とちぎ高校生蔵部」が、高校生の視点で栃木市の魅力発信とまちなかの賑わ

い創出を図るもの  

⇒ 栃木の街散策マップの作成、「高校生イチオシ：蔵のまち魅力ツアー」の開催、「My

記念日撮影会」の開催など 
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２ 地域づくり担い手育成事業（R1 予算：3,980 千円） 

 

(1) 地域づくり活動体験〈若者世代へのアプローチ〉 

① 目的：地域づくりに関わる若者を増やし、将来の地域づくりの担い手を育成する。 

② 対象：高校生、短大生、大学生、大学院生（150 名程度） 

③ 内容：ⅰ)地域づくりトークセッション、地域づくり活動説明会（半日） 

ⅱ)地域づくり活動体験（1 日） 

 

〈学校との連携事例〉 

ⅰ）NIKKO 高校生ボランティアネットワーク（H29 年度） 

・日光市内の高校生グループ「NIKKO 高校生ボランティアネットワーク」が実施する地

域づくり活動に高校生・大学生等を受け入れ、高齢者との交流や特産品を使った料理体験

に取り組み、新たな地域づくりの担い手の掘り起こしを図った。 

 

ⅱ）烏山高校まちづくり研究会（H30 年度） 

・地域づくり活動体験において、烏山高校まちづくり研究会の活動に高校生・大学生等を

受け入れ、まちなかの周遊や地域資源・地域課題の発見・共有を図るとともに、「那須烏

山市を PR していくには」をテーマにワークショップを実施し、若者に地域づくりへの興

味を持ってもらう場を提供した。 

 

 (2) 地域づくり担い手育成プロジェクト〈人材の掘り起こし〉 

① 目的：地域づくりの担い手を増やす。 

② 対象：地域づくりに興味はあるが、活動はしていない人（50 名程度） 

③ 内容：ⅰ)地域づくり検討会（半日） 

ⅱ)県内で地域づくりに取り組んでいる人の活動報告会・交流会 

ⅲ)実践（フィールドワーク）（3 日間） 

 

(3) 地域づくり担い手支援プログラム〈スキルアップ〉 

① 目的：担い手のスキルアップや問題解決を支援することで、県内の地域づくり活動を

発展させる。 

② 対象：県内で地域づくり活動に取り組んでいる人（各回 30 名程度） 

③ 内容：５回にわたり地域づくりの組織的活動、スキルアップに役立つ講座を開催 

 

 

 

 

 

 

 








